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四つのテスト

1. 真実かどうか？
2. みんなに公平か？
3. 好意と友情を深めるか？
4. みんなのためになるかどうか？

創立：１９７５年１１月　７日
承認：１９７５年１１月２４日

２０８３回通常例会
1. 点　　鐘　金子正　副会長 

1. 会長挨拶　金子正　副会長

1. 幹事報告　安田勝紀副幹事

1. 卓　　話　柴田　均　　様

1. 点　　鐘　髙田住男　会長

会 長 挨 拶 （ 代 読 ）
　　　　副会長　金子　正

た、柏西ロータリークラブと同基金

とは、鈴木子郎会長時代、周年行事

の一環として、みどりの基金発足時

に１００万円を寄贈したとの歴史が

あり、深い関わりがあります。本日

の卓話においては、活動状況をご紹

介頂けると思います。なお、インター

ネットで「柏市みどりの基金」を検

索すると、代表者が未だに先日卓話

に来て頂いた吉川水道局管理者の名

前のままになっているサイトがあり

ますが、公式なサイトでも紹介して

いるとおり、柴田代表者ですから、

お間違いないようにお願いします。

是非、みどりの基金の活動をご理解

頂き、柏において緑を守ることをご

理解、ご協力、ご支援をいただきた

いと思っているところです。柴田理

事長さま、どうぞ、よろしくお願い

します。」
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①「ロータリーデー・希望の風コンサート」講演会の案内

　日時：5 月 22 日（水）14：00 ～ 16：00

　場所：千葉市文化センター　アートホール

②ブレザー購入希望の方は髙島屋６階で採寸して下さい

③次年度委員長会議開催

④ 4 月 20 日地区協議会について

します。

　「偶然にも、齋藤幹事についても

欠席せざるを得ないことになり、会

長・幹事揃って例会の欠席となって

しまいました。会員の皆様、ご迷惑

をお掛けします。申し訳ありません。

金子副会長、会長代理どうぞよろし

くお願いします。

　本日は一般財団法人「柏市みどり

の基金」の柴田理事長をお招きしま

した。理事長には同基金がどのよう

な活動をしているかお話を頂くこと

になりました。みどりの基金は、北

柏ふるさと公園に事務所をもち、大

切な緑を将来に残していくため、み

どりを守る活動をしています。毎年

５月に開催される「カシニワ・フェ

スタ」という柏市全体をガーデンに

していく活動や、旧吉田住宅の維持

管理等様々な活動をしています。ま

　本日、会長は所用（一般社団法人

日税連税法データベースの会議）が

あり、私、金子が会長報告を代読致

第２０８３回通常例会 (2019.4.12)
■柏西ロータリークラブURL.http://kashiwa-nishi-rc.com/

2018-2019 年度　会長：髙田　住男　幹事：齋藤　敏文

■第 2790 地区ロータリークラブURL.http://www.rid2790.p/2018/

①成田ＲＣ　平山　秀樹　様

　地区協議会のお手伝いのお願いに参りました。８時現

地集合でお願いします。

②柏ＲＣ会長　猪早　恵美子　様

　女性活躍社会を考えるシンポジウムのご案内

　（パンフは後掲します）

③地区青少年奉仕委員会　金本　元章　委員長

　地区補助金の採点で柏西ＲＣの事業が１１０点中

１１０点の満点を頂きました。１４日の委員会で決定さ

れます。

幹 事 報 告 　 　 　 　 　 　 安田　勝紀 委 員 会 報 告
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卓 　 話   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 柏市みどりの基金　柴田　均　理事長

　皆さんこんにちは、只今ご紹介頂きました、一般財団

法人柏市みどりの基金の柴田と申します。どうぞよろし

くお願いします。今日こちらにお邪魔したのが、実は髙

田会長が私共財団の評議員を務めて頂いておりまして、

昨年からちょっといろいろありまして、来年の 4 月だ

けど、話してくれないかっていうことがありましたので、

今日こちらにお邪魔させていただきました。一応会長の

方からいろんなことを言えということで仰せつかってい

るんですが、忘れるといけないのでメモを見ながら話さ

せていただきます。

　会長の方からですけど、この緑の基金の活動や、基金

そのものについてあまり知ってる人がいないんじゃない

か、ということで是非 PR をやってほしいということで、

今日こちらにお邪魔致しました。ただ具体的にどういう

話をしたらいいのかなと考えておりましたら、先月こち

らの会員さんの某印刷屋さんにお会いしまして、難しい

話ししちゃうとみんな寝ちゃうからダメだよと言われま

して、難しい話はできませんので却ってプレッシャーに

なるかなと感じています。まず私どもの財団の所在なん

ですけども、北柏ふるさと公園ってご存知かと思うんで

すけども、北柏駅から歩いて 10 分もかからないとこ、

手賀沼のほとりにあるんですけれども、そこに事務所が

置いてあります。それで組織の方が、財団の方には事

務職員として、市から出向してるものが 5 名いまして、

それからプロパーの職員が 3 名。それから現場の方の

実際の公園の管理ですとか、樹木の剪定をしてる作業員

が 8 名という体制でやっております。それから吉田邸

という花野井にある古民家なんですけども、そちらの管

理の方で 12、3 名の職員が働いていると、そのような

状況になっております。この緑の基金と言いますと、基

金と言うと通常お金を貯めて、その運用益で事業をやっ

て行くという、それが本来の目的なんですけども , 今現

在はかなり金利が下がっていて、ないもんですから、そ

ういう形での事業はちょっと難しい状況になっておりま

す。その代わり市からの補助金ですとか、自前で収益事

業などをやりながら事業費を捻出して事業をやっている

と、そういう状況になっております。

　それでこの基金そのものなんですが、できましたのが

かなり古い話でして、最初に設立されたのが昭和 52 年、

丁度山澤市長の時代なんですけども、みどりを守る基金

条例って言うのができまして、当初 5500 万円でこの基

金事業がスタートいたしました。なぜこの時期にと言い

ますと、当時の駅前の再開発が終わりまして、当時の人

口が 22 万ぐらい、それでますます人口も増えていく、

そういう時代でした。という事は、やはり宅地の需要と

いうものが当然増えてきますので、そうなるとまた宅地

の開発が進んで、その中で緑というものがどんどん失わ

れていくんじゃないか、そういうことを懸念しまして、

資金をためて緑を守っていこう、そういう考えてきたん

だろうかなと思っています。その後、順調に資金の方を

積み立てられたかと思ったんですが、実は全然積立が進

んでおりませんでした。どうしてかはちょっと分からな

いんですけど、昭和 52 年から始まりましたので、翌年

に市長さんが変わったりしてますので、そうした関係も

あるのかなと、想像ですけど思っております。その後だ

いぶ時間が経ちまして、昭和 63 年度から、また積立を

開始しております。63 年度には 1 億円。翌平成元年度

に 2 億円。ちょっとあけまして 5 年度に 5 億円。それ

から 6 年度に 4 億円と、この 4 年間で 12 億円ほど積

み上げました。なぜこの時期かと言いますと色々ありま

して、今まで何で積んでなかったんだという議会等から

の指摘があったということと、一番大きいのはバブルの

時期だったんですね。それで財源も豊かになりましたの

で、積んでいったということです。それからもう一つは

本多市長の時代でしたので、本多市長は北部の、常磐新

線の開発も積極的に進めた一方、緑を非常に大切にされ

た市長でして、緑園都市ですとかそういったことで、緑

を守ろうと、そういう意思が高かったんだと思います。

それで今まで基金という事で、ただお金を積んでいくだ

けだったんですけども、今後は専属の職員を置いて、そ

の基金の利益をうまく使いながら、実際に緑の保全活動

とか、啓発活動をやっていこうという事で財団化を当時

考えていた状況があります。その後平成 7 年度に、私

共今の財団の前身になります、財団法人柏市みどりの基

金というのが設立されました。この当時考えていたのが、

やはり基金の果実と言いますか、いわゆる利子ですね、

それを使って緑の事業をやろうと、この時に今まで基金

で積み立てた財源と、それから利息。それから寄付金な



ど合わせて。15 億円を財団に柏市から寄付をしており

ます。将来には 20 億円の積立をしようという事で財団

がスタートした所です。当時基金を計画していた時期に

は、利息がまだ 4%から 5%あった時代でした。ですか

ら 20 億貯めれば、かなりの仕事が出来るという状況で

した。ただ平成 7 年に設立された時には、すでに利息

が下がり始めまして 2%ぐらいまで落ち込んでいたよう

な状況でした。でもまだ 2%あれば 20 億の 2%ですので、

かなりの事もできるのではないかという事で、色々な事

業を進めております。それから先ほど会長さんの話の中

にありますように、こちらのロータリークラブさんとは

非常に関わりが深くて、財団ができた時の最初の評議員

を板倉茂さんに務めていただきました。それから財政的

には、先ほどお話がありましたように平成 9 年度と平

成 16 年に 100 万円と 20 万円をそれぞれご寄付頂いて

おります。

　財団の運営も本来の目的である利息で運用というのも

なかなか上手くいきませんで、2 パーセントに金利が低

下し、その後はもっと低金利で、今ほとんど金利がない

状態ですので、当初考えたような基金の事業というのは

ちょっと断念しております。その代わり市からの補助金

ですとか、市から公園の管理ですとか、施設の管理を請

け負いまして事業費に充てています。当時の財団でやっ

ていた事業として今も残っているものは、緑のボラン

ティアという団体を育てました。今年でちょうど創立

20 周年を迎えます。当時から活動してる方々がほとん

どですので、かなり高齢化してるのが問題で、次の新し

い後継者、あるいは後継団体の育成が課題と考えていま

す。それから大堀川沿いに桜の並木がずっとあると思う

んですけども、こちら側の大堀川が桜の里親ということ

で、一口 2000 円で市民の皆さんから里親募集しまして、

ずっと桜が今咲いてるというような状況でございます。

それがちょっと変わったところでは、当時友好都市でし

た中国の承徳市、こちらに日本庭園と日本植物園を整備

する名目で、それぞれ 100 万円ずつ 4 年間寄付をして

おります。ですから合計 800 万円ほど、中国の方に投

資しました。現在どうなってるかって言うと、私まだ行っ

たことないんでわからないんですけど、山の奥の方にそ

ういうものがあるということでした。写真を見ると結構

綺麗な感じで出来上がっているそうです。その後、財団

の事業を進めてきたわけなんですけども、平成 25 年に

財団法人法が変更になりまして、今までの特例の財団法

人は解散しましょうというということで、それに代わり

新しく一般財団法人或いは公益財団法人というものを登

記すればできますよという形に変わってきました。私共

の財団も新しく移行するということで、今の一般財団法

人になったところなんですけど、ただその条件として、

今まで蓄えてきた基金の資産がありますね。土地、建物、

現金、今までは特例、いわゆる税金の免除ですとか、色々

な特例の中で築き上げた資産ですので、これは公共に返

しなさいということで、事業規模に応じて年間いくらか

は公益事業に投資をしろと、こういうことを条件の下で

移行が認められたという事になっています。私共の財団

の方では、年間で約 800 万円ぐらいずつは毎回公益に

投資しなさいと。ただ、事業規模は小さいんですけど、

土地を買ったりとかで、資産の部は膨れ上がってました

ので、全部返し終わると言うか、投資し終わるのに、当

時ですと平成 178 年ってことなってまして、とてもで

はないけれど、生きている時代ではないなと思ってます。

新しい令和に直しても 150 年くらいありますと。いつ

になる事やらと思ってるんですけども、着実に公益事業

に投資しています。

　それで運営の方も、投資ばっかりしてると将来確かに

お金がなくなって潰れてしまいますので、そのぶん稼い

で行かなきゃいけないということで、収益事業も実施し

ております。公園の管理を受けるとか施設の管理を受け

る、そういうことで収益をを得ている。それから引き続

き募金活動なんかも続けておりますので、よろしくどう

ぞお願いいたします。

　それで実際どういう仕事をしているかということにつ

いてお話させて頂きますと、まず公益事業で、先ほどご

紹介ありましたカシニワ制度というのがあります。これ

は平成 22 年度から始まったものなんですけども、市内

で市民団体等が、手入れを行いながら利用している空き

地のオープンスペースの利用。一般家庭で一般に公開が

可能なお庭、いわゆるオープンガーデンと言われてるも

のなんですけど、こういうものを柏の庭、カシニワとい

う事で位置づけをしまして、カシニワへの関心を持って

もらうことで、皆さんに緑の保全や創出、それから人々

との交流促進。それから街の魅力アップなどにつなげて

きたということを目的とした制度になっております。具

体的には、土地を持ってる方。持ってても山林とか、な

かなか自分で管理ができなくて困ってる、そういう土地

を登録をしていただくと。それからどこかでそういう活

動したいんだけど、そういう場所はないかなと、そうい

うことを考えている市民団体などの人も登録して頂きま

して、それは市が仲介してマッチングさせて緑を守って

いこうと、そういう仕組みになっています。このカシニ

ワには 3 つのカテゴリーがありまして、オープンガー

デンということで、一般に自分の庭を開放している方で

すね。これが登録数が 62 件あります。それから未利用

地を利用した地域の庭というものが 28 件。それから山

林などを利用した里山、これが 20 件程登録されており

ます。この登録された団体が一斉に公開をするというカ



シニワフェスタというのを毎年 5 月にやっております。

今年は 5 月 11 日から 5 月 19 日までの 9 日間、登録さ

れた 74 箇所の場所・登録地で公開をしております。そ

れから公開に先立ちまして、柏のモディの前の広場で、

プレイベントとして 5 月 6 日の 11 時からイベントを開

催する予定なので、興味のある方はぜひおいで頂ければ

と思います。

　それから収益事業の方なんですけども、これは公園の

管理ということで、今私共の事務所があります、北柏ふ

るさと公園。それから周辺の緑地公園を合わせて 8 つ

の公園の管理を請け負っております。それと指定管理と

いたしまして旧吉田家住宅歴史公園。こちらも管理も請

け負っているところでございます。その内容につきまし

ては、旧吉田家住宅というのはご存知だと思いますが、

花野井にありまして、一番冬い古い建物が長屋門になっ

ております。これが天保 2 年、1831 年度建設です。そ

れから母屋の方が嘉永 6 年。1853 年になります。何時

頃か分からないかと思うんですけども、ちょうどこの年

は浦賀にペリーが来航した年になっておりますので、も

う 150 年以上経っている、そういう建物です。私共は

この建物公開すると同時に、色んな活用しております。

一つは長屋門の隣、蔵がありますので、その蔵を利用し

て長屋門カフェというカフェをオープンしております。

それから気候の良い時期にガイド付きのツアーでランチ

ツアーをやっております。これ非常に人気でして、だ

いたい 8 倍近い申し込みがあって、非常に喜ばれてい

るところでございます。このランチの提供なんですけど

も、今富士見軒さんという昔ありました、そちらのシェ

フの方にお願いしております。これどういうわけかと言

いますと、昔この吉田家の方で、豊四季に競馬場とゴル

フ場を経営してた時期がありまして、その時レストラン

をやっていたのが富士見軒さんということで、その繋が

りで今回監修をして頂いているという状況になっていま

す。それから他のイベントとしては、吉田ミュージック

と言いまして音楽会、それから花の市場と。そういう命

名で朝市などやっております。それとこれが一番収益が

多いんですけども、貸し施設の貸し出しも行ってます。

多いのがテレビのドラマですとか、映画のロケなどを

やっておりまして、これからかなりの収入になっている

ところでございます。つい先日は武蔵という映画、来月

公開になる予定なんですけど、松平健さんが佐々木小次

郎の役で、この吉田家の住宅を小次郎の家という形で撮

影されております。もしご興味あればご覧になって頂け

ればと思います。それから北柏ふるさと公園、私共の事

務所ががあるところに、私共は都市再生推進法人という

資格を市から与えられておりまして、いろんな施設を利

用できるということで、市と利便増進協定を結びまして、

北柏公園の中にカフェを作りました。これは柏市で公園

の中に作ったのは初めてになっております。運営の方は

一般の事業者の方にお任せしまして、花小鳥コーヒース

タンドというのをオープンした所です。それで今度の 5

月 1 日に、先ほど吉田家の方でもお世話になっており

ます、吉田ミュージックのチームヒロシさんというバン

ドが、ここで演奏会がありますので、またご覧いただけ

ればなと思っています。それから最後に PR させていた

だきたいですけど、そのカシニワフェスタなんですが、

カシニワの冊子を今作っております。市内の近隣セン

ターですとか、市役所その他の場所に備え付けてありま

す。もし必要であれば私共にお申し付けいただければお

届けすることもできますので、どうぞよろしくお願いい

たします。ちょっと厚かましいお願いかもしれないけど、

募金活なんかもやっておりまして、なかなか募金だけで

は集まらないので、募金Ｔシャツを作りました。これも

収益については緑の事業に投資していく形になっていま

すので、もしよろしければご検討頂ければと思います。

　それでは拙い話ですがありがとうございました。



次回の例会は 4 月 26 日 ( 金 ) 通常例会です。

クラブ会報委員／浅野　肇・住田　みゆき・竹澤　雅彦

卓話・会報の原稿は kwrc.photo@gmail.com までお送り下さい。

ゲスト
平山　秀樹（成田ＲＣ）	 様

猪早　恵美子（柏ＲＣ）	 様

ニコニコＢＯＸありがとう！
★ 本人誕生日：前田　会員

★ パートナー誕生日：小溝　会員

★ 写真ありがとう：ゲイビ、秋元、中村靖、金本　会員

★ (^^ ♪

　浅野会員　結婚１０周年を迎えました

　平山様　　ＰＲありがとうございます

ゲスト　成田ＲＣ　平山　秀樹　様ゲスト　柏ＲＣ会長　猪早　恵美子　様

先週卓話の写真載せ忘れました　大久保　会員 出席報告

　　　　　　　６８名

　　　　　　　１６名

江波戸、岡島、小林太時、小林正直、小林直人、

東海林、杉山、助川、鈴木一弘、住吉、寺田、

花島、細田、升谷、松本隆一郎、柳　　会員

出席率　76.47％

会員数

欠席者

白水　志治　新入会員（推薦者　増谷　会員） 誕生日おめでとうございます！

これからの例会予定

月日 曜日 例会 卓話者・他内容
4月 26 日 金 通常 伏野龍弥様（柏商工会議所専務

理事）
5月 3日 金 休会 みどりの日
5月 10 日 金 通常 水留茂之会員
5月 17 日 金 通常 深沢裕様（東京大学物性研究所）
5月 24 日 金 通常 安田勝紀副幹事

欠席報告は、水曜日の正午まで
※ LINE グループ「柏西ロータリークラブ」まで

※直前の欠席は SAA 安田 (080-5680-5460)
クレストホテル ( 営業課 )04-7146-1122 まで



「 女 性 活 躍 社 会 を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ム 」 案 内


